
シ ラ バ ス 
 

科 目 名 情報処理応用 単位数  3単位 学年・学科 ２学年 情報処理科 
 

展 開 

 

選択 

教科書名  副 教 材 名 基本情報技術者標準教科書（オーム社） 

科 目 の 目 標 
・高度情報化社会を担う人材となるために必要な基本的知識・技術を習得させ、情報システムの開発・運用管理について理解させると

ともに、ビジネスの諸活動に活用する能力と態度を育成するため、基本情報技術者試験の問題演習をとおして学ぶことを目標とする。 

学習内容と進め方 各分野の基本的知識・技術を講義形式で学び、その知識を活用して考査・課題等に取り組む。 

学 習 の 留 意 点 
・基本情報技術者試験の内容が中心だが、国家試験の受検は任意（基本情報またはITパスポート受検を推奨）。 

・外部機関のEラーニングも活用している。 

 

月 単   元 
予定 

時数 
具体的な学習内容 

評価の観点 
備考（評価項目） 

知 思 主 

4 Chapter01  

基礎理論 

9 

 

1 整数の表現 2進数と16進数 2 負数の表現 3 小数値の表現 4 計算誤差  

5 文字の符号化 6 画像の符号化7 音声の符号化 8 論理演算とｼﾌﾄ演算 

 

 〇 〇 

〇 

 

※ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀと演算処理につい

て理解している 

5 Chapter02 

アルゴリズムとプログラミング 

9 1 変数と配列 2 ﾘｽﾄ、 ｽﾀｯｸ、 ｷｭｰ 3 木 4 探索 3 整列 1 擬似言語 

2 基本的な処理 （科目「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」で学習） 

1 表計算の基礎 （科目「情報処理」で学習） 

 〇 

 

〇 

 

 

※ﾃﾞｰﾀ構造を理解している。 

6 

 

Chapter03  

コンピュータ構成要素 

12 1.CPUの動作 2 CPUの設計と高速化 3 機械語命令とｱﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ  

4 割込み 5 ﾒﾓﾘ 6 ﾒﾓﾘの高速ｱｸｾｽ 7  ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ装置  

8 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの周辺装置とﾊｰﾄﾞｳｪｱ  

〇 〇  

〇 

前期末考査 

※CPUの動作や高速化技法、 メ

モリや補助記憶装置の種類としく

みを理解している。 

7 Chapter04  

システム構成要素 

3 1 ｼｽﾃﾑの形態 2 ｼｽﾃﾑの性能 3 ｼｽﾃﾑの信頼性 4 複数の装置の稼働率 

5 高信頼化技術 

 

 〇 〇  

※全体像からの視点でｼｽﾃﾑをと

らえ､ｼｽﾃﾑの信頼性を数値で表す

ことができる 

8 Chapter05  

ソフトウェア 

6 1 基本ｿﾌﾄｳｪｱ 2 ﾀｽｸ管理①ﾀｽｸの遷移状態  

3 ﾀｽｸ管理②ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ 4 記憶管理①実記憶管理  

5 記憶管理②仮想記憶管理 6 ﾌｧｲﾙ管理 7 開発に用いるﾂｰﾙ 

 〇 〇  

※OSが持つ主要な機能について

理解している。 

9 Chapter06  

データベース 

12 1 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの基礎 2 E-R図 3 正規化 4 関係演算と集合演算 

5 SQL① 基本的なSELECT文 6 SQL② ｸﾞﾙｰﾌﾟ集計、 副問合せ 7 DBMS 

 

〇 〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

※SQL命令から結果を導くことと正

規形を導出することができる。 

10 Chapter07  

ネットワーク 

9 1 OSI基本参照ﾓﾃﾞﾙ 2 通信技術の基礎 3 LANとWAN 4 ｱｸｾｽ制御手順  

5 IP (ﾈｯﾄﾜｰｸ層) 6 ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ (ﾈｯﾄﾜｰｸ層) 7 TCP(ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ層) 

 

 〇 〇  

※ﾃﾞｰﾀ通信のしくみを理解してい

る｡ 

11 Chapter08  

セキュリティ 

 

12 1 情報ｾｷｭﾘﾃｨと暗号技術 2 暗号方式 3 ｴﾝﾃｨﾃｨ認証技術  

5 ﾌｧｲｱｳｫｰﾙ 6 ﾏﾙｳｪｱ、 さまざまな攻撃  

〇 〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

後期考査 

 

 

※暗号技術を理解している。 

12 Chapter09  

システム開発技術 

9 1 ｼｽﾃﾑ開発ﾌﾟﾛｾｽ/開発ﾓﾃﾞﾙ 2 ﾌﾟﾛｾｽ中心設計とﾃﾞｰﾀ中心設計  

3 ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向 4 ﾓｼﾞｭｰﾙ分割技法とﾓｼﾞｭｰﾙの評価 5 ﾃｽﾄの概要 

6 ﾃｽﾄ技法と評価  

 〇 〇  

※ｱｼﾞｬｲﾙ開発とｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ間の関

係を理解している。 

1 

 

2 

Chapter10  
プロジェクトサービスマネジメント 

  

6 

 

12 

1 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの基礎 2 統合、 ｽｺｰﾌﾟ、ﾀｲﾑ 3 ｺｽﾄ、 品質、 人的資

源  

4 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ､ﾘｽｸ、 ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞ、 調達 5 PERT 6 ｺｽﾄ見積りと評価 4 

1 ITｻｰﾋﾞｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの基礎 2ｽﾄﾗﾃｼﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ 3ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ、ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ  

1 ｼｽﾃﾑ監査の基礎 2 ｼｽﾃﾑ監査の実施  

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

※PMBOKに沿ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理

を理解している。 

学年末考査 

3 

 

Chapter11  

経営戦略・システム戦略 

Chapter12  

企業と法務 

6 1 情報ｼｽﾃﾑ戦略の基礎 2 経営戦略の基礎① 3 経営戦略の基礎② 

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ戦略 5 経営管理ｼｽﾃﾑ  

1 経営組織 2 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞﾘｻｰﾁ (OR) 3 品質管理 4 財務会計  

5 知的財産 6 労働関連の法規 7 その他の法規と標準化 

  

〇 

〇 

〇 

 

 

※ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの視点から情報ｼｽﾃ

ﾑとの関連を理解している 

評価方法 

(1)定期考査    ：４回の考査を実施 

(2)課題      ：授業時間外で自ら調べながら課題（ClassRoom）を期限までに提出 

(3)確認テスト   ：定期的に実施 授業内容に関するふりかえりテスト（ClassRoom）を実施 

評価の観点 

観点 趣旨 

１．知識・技術 高度情報化社会と情報システムの開発・運用管理に関する基本的知識・技術を習得している。 

２．思考・判断・表現 習得した知識・技術を用いて適切な判断をすることができる。 

３．主体的に学習に取り組む態度 自ら学習をふりかえり自己の理解を確認するしたり、進んで調べることができる。 

評価基準 

１．知識・技術 

A 高度情報化社会と情報システムの開発・運用管理に関する基本的知識・技術を十分に身に付けている。 

B 高度情報化社会と情報システムの開発・運用管理に関する基本的知識・技術を身に付けている。 

C 高度情報化社会と情報システムの開発・運用管理に関する基本的知識理解・技術把握が不十分である。 

２．思考・判断・表現 

A 情報技術および情報システムに関わる問題・課題解決に対し，習得した知識や論理的な思考を用いて適

切な判断をすることができる。 

B 情報技術および情報システムに関わる問題・課題解決に対し，知識や論理的な思考を用いて判断するこ

とができる。 

C 情報技術および情報システムに関わる問題・課題解決に対し，知識や論理的な思考を用いて判断するこ

とが不十分である。 

３．主体的に学習に取り組む態度 

A 情報技術および情報システムに関わる知識・技術の習得に，多様な手段で主体的に取り組んでいる。 

B 情報技術および情報システムに関わる知識・技術の習得に，主体的に取り組んでいる。 

C 情報技術および情報システムに関わる知識・技術の習得に対し，主体的な取り組みが不十分である。 


